
お知らせ 
工事における「競争参加資格が無い」及び「入札を無効」とした事例について 

 

 競争参加資格については、申請書の提出を求めて審査を行うこととしておりますが、記載漏れ等

の初歩的なミスにより「競争参加資格が無い」とした事例が多発しています。 

 発注者側が求めた最低限の記載事項等が漏れていると競争参加資格があると認めることができ

ませんのでご注意下さい。また、工事費内訳書の記載内容の不備等により「入札を無効」とした事

例も発生しております。 

 下記に、申請書記載の不備等により「競争参加資格が無い」及び「入札を無効」とした事例を記載

しておりますので、応札の際にはご注意願います。 

 

◆競争参加資格が無いとした例 

１．同種工事の実績に係るもの 

1) 提出された元請としての同種工事の施工実績が、入札説明書に記載する同種工事の要件（工事の

具体的内容や規模等）を満たしていることを確認できない、または申請資料に不足（工事成績評定通

知書の写しが添付されていない等）があった。（配置予定技術者の「同種工事の経験」も同様） 

２．配置予定技術者に係るもの 

1）入札説明書において提出を求めている下記の資料が提出されなかった。 

・「同種工事の経験として記載した工事の工期に対して従事期間が短い場合は、同種工事の経験を 

満たしていることが確認できる資料（最終の工程表等）を提出すること」（工場製作を伴う工事等は特 

に注意が必要） 

・「平成16年3月1日以降に監理技術者資格者証の交付を受けたものは、監理技術者講習修了証 

又は指定講習修了証の写しを提出すること」 

2）配置予定技術者の申請時における他工事従事状況が「無」と記載されているにも拘わらず、他工事 

において従事が確認された。（この場合、虚偽申請として指名停止措置をとる場合がありますので十

分注意してください。） 

３．指名停止に係るもの 

1）入札説明書に記載している「競争参加資格確認申請書の提出期限の日から開札の日までの期間に、

中国地方整備局長から工事請負契約に係る指名停止等の措置要領に基づく指名停止を受けていな

いこと。」を満たしていなかった。 

４．低入札価格調査対象工事実施中における工事成績要件に係るもの 

1）入札説明書に記載している「公告日から競争参加資格確認通知の前日までの期間に、中国地方整

備局発注の低入札価格調査対象工事を実施中の者にあっては、競争参加希望者が中国地方整備

局発注工事で過去２年間の全工事における評定点の年度毎の平均点の平均が 77 点以上であるこ

と」を満たしていなかった。 

５．技術的所見（標準案）の記載に係るもの 

1）最新版の土木工事共通仕様書(国土交通省中国地方整備局発刊)の記載事項を満たさなかった。 

2）技術的所見（標準案）の施工計画において最低限求めた事項の記載が確認できなかった。 

3）技術的所見（標準案）の施工計画において記載内容が不適切であった。 

６．その他に係るもの 

 1）競争参加資格確認申請書が添付されていない。 
 2）競争参加資格確認申請書に記載された工事名称が異なる。 



◆入札を無効とした例 

１．入札保証対象にもかかわらず入札保証の納付が確認できなかった。 
２．委任状が提出されていない代理人のした競争参加資格確認申請及び入札（電子入札を含む）。 
３．工事費内訳書の記載に不備があった。 
＜事例＞・指名通知書により指定した工種の記載がない。  

・指名通知書により指定した種別が対応していない。  
・表紙のみ添付され、項目・金額等が記載された書類が添付されていない。  
・提出されたファイル内に、該当工事以外の内訳書も添付されていた。 
・単価の記載がない。 
・細別の金額を積み上げた金額と、それに対応する種別の金額が異なっている。 
・該当工事の内訳書が、２種類添付されていた。 
・発注者名の記載がない。 
・ＪＶ名の記載がない。（単体名のみ記載） 

４．総合評価における提案値に係るもの 
 1）入札書に添付すべき「提案値」が添付されていない。 
 2）「提案値」が、指名通知書又は競争参加資格確認通知書にて通知した内容と異なる。 


